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大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
） 

七
月
二
十
三
日
︑
滋
賀
県
甲
賀
郡
油
日
村
大
字
上
野
（
現
甲
賀
市
甲
賀
町
上
野
）
に
生
ま
る
︒

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
） 

三
月
︑
油
日
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
︒

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
） 

三
月
︑
滋
賀
県
師
範
学
校
本
科
第
一
部
卒
業
︒

 
四
月
︑
広
島
高
等
師
範
学
校
文
科
第
一
部
甲
入
学
︒

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
） 
九
月
︑
広
島
高
等
師
範
学
校
文
科
第
一
部
甲
第
三
学
年
修
了
︒

 

十
月
︑
広
島
文
理
科
大
学
文
学
科
（
漢
文
学
専
攻
）
入
学
︒
斯
波
六
郎
教
授
に
師
事
︒

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
） 

五
月
︑
特
別
幹
部
候
補
生
と
し
て
西
部
軍
管
区
教
育
隊
に
入
隊
︑
伍
長
︒

 

六
月
︑
熊
本
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
入
校
︒

 

八
月
︑
津
山
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
移
籍
︒
同
月
末
︑
復
員
︒

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
） 

九
月
︑
卒
業
論
文
『
毛
伝
の
原
始
形
態
に
就
き
て
』
を
提
出
し
て
広
島
文
理
科
大
学
文
学
科
を
卒
業
︒

 

同
三
十
日
︑
広
島
文
理
科
大
学
副
手
に
就
任
︒

 

十
一
月
︑
船
見
た
つ
子
と
結
婚
︒

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
） 

六
月
︑
広
島
文
理
科
大
学
助
手
に
昇
任
︒

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
） 

九
月
︑『
文
心
雕
龍
索
引
』
刊
行
︒

 

十
月
︑
以
後
約
三
年
間
︑
斯
波
六
郎
編
『
文
選
索
引
』
全
三
冊
の
編
纂
に
従
事
︒

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
） 

四
月
︑
学
制
改
革
に
よ
り
広
島
大
学
文
学
部
助
手
に
配
置
換
︒



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
四
号

2

 

九
月
︑
兵
庫
県
立
星
陵
高
等
学
校
教
諭
︒
以
後
約
六
年
間
︑
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
『
元
曲

選
』
会
読
・
文
学
部
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
の
古
典
演
習
に
参
加
し
︑
吉
川
幸
次
郎
・
平
岡
武

夫
・
小
川
環
樹
・
入
矢
義
高
・
田
中
謙
二
の
諸
教
授
よ
り
指
導
を
受
く
︒

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
） 

三
月
︑
兵
庫
県
立
星
陵
高
等
学
校
を
退
職
︒

 

四
月
︑
名
古
屋
大
学
文
学
部
助
手
に
採
用
さ
る
︒
以
後
約
五
年
間
︑
入
矢
義
高
教
授
に
師
事
︒

 

九
月
︑
伊
勢
湾
台
風
罹
災
︒

 

十
月
︑
恩
師
斯
波
六
郎
博
士
逝
去
︒

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
） 
こ
の
こ
ろ
よ
り
同
僚
︑
東
洋
史
学
の
谷
川
道
雄
・
川
勝
義
雄
と
共
に
京
都
大
学
・
名
古
屋
大
学
の
有

志
を
糾
合
し
て
「
中
国
中
世
史
研
究
会
」（
代
表
︑
宇
都
宮
清
吉
教
授
）
を
結
成
︒
毎
月
一
回
例
会
︒

 

ま
た
︑
名
古
屋
大
学
文
学
部
に
お
い
て
谷
川
道
雄
と
共
に
『
宋
書
』
会
読
を
主
宰
︒

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
） 

三
月
︑
論
文
『
後
漢
三
国
の
評
論
に
関
す
る
研
究
』
に
よ
り
︑
名
古
屋
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位

を
授
与
せ
ら
る
︒
ま
た
︑
こ
の
こ
ろ
よ
り
国
史
学
の
弥
永
貞
三
教
授
と
共
に
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後

草
』
訳
注
着
手
︒

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
） 

一
月
︑
東
北
大
学
教
養
部
助
教
授
に
昇
任
︒

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
） 

十
月
︑
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授
に
配
置
換
︒

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
） 

一
月
︑
学
園
紛
争
は
じ
ま
る
︒

 

十
一
月
︑
目
加
田
誠
博
士
の
後
任
と
し
て
九
州
大
学
文
学
部
教
授
に
昇
任
︒

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
） 

七
月
︑
九
州
大
学
文
学
部
長
（
任
期
二
年
）︒

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
） 

四
月
︑
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
長
を
兼
任
（
任
期
二
年
）︒

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
） 

五
月
︑
九
州
中
国
学
会
会
長
（
在
任
二
期
四
年
）︒
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昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
） 

五
月
︑
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
教
科
専
門
委
員
会
委
員
（
任
期
一
年
）︒

 

七
月
︑
九
州
大
学
附
属
図
書
館
長
（
任
期
三
年
）︒

 

九
月
︑
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
︑
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
図
書
館
及
び

中
国
文
学
研
究
情
況
を
視
察
︑
同
月
末
帰
国
︒

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
） 

五
月
︑
再
び
九
州
中
国
学
会
会
長
（
任
期
二
年
）︒

 

十
月
︑
台
北
淡
江
大
学
の
招
聘
に
よ
り
渡
台
︑
中
国
古
典
文
学
の
連
続
講
義
を
行
う
︒

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
） 

十
一
月
︑
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
問
題
特
別
専
門
委
員
会
委
員
（
任
期
二
年
）

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
） 
六
月
︑
西
日
本
図
書
館
学
会
会
長
（
任
期
十
一
年
）︒

 
十
一
月
十
日
～
十
四
日
︑
九
州
大
学
と
中
山
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
調
印
の
た
め
︑
田
中
健
蔵
学

長
の
随
員
と
し
て
広
州
訪
問
︒
十
二
日
︑
中
山
大
学
中
国
語
言
文
学
系
に
お
い
て
記
念
講
演
を
行
う
︒

 

十
一
月
十
八
日
～
二
十
九
日
︑
上
海
復
旦
大
学
の
招
聘
に
よ
り
︑
日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
中
日

学
者
『
文
心
雕
龍
』
学
術
討
論
会
に
出
席
︑
研
究
発
表
を
行
う
︒

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
） 

四
月
︑
台
北
の
国
立
台
湾
師
範
大
学
に
お
け
る
中
国
古
典
文
学
第
一
回
国
際
会
議
に
出
席
︑
研
究
発

表
を
行
う
︒

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
） 

二
月
一
日
︑
九
州
大
学
文
学
部
最
終
講
義
「
詩
経
と
そ
の
詩
人
た
ち
」
を
講
ず
︒

 

三
月
︑
九
州
大
学
文
学
部
教
授
を
定
年
退
官
︒

 

四
月
︑
久
留
米
大
学
教
授
（
法
学
部
設
置
準
備
を
担
当
）︒

 

五
月
︑
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
く
︒

 

九
月
二
十
日
～
二
十
六
日
︑
九
州
大
学
文
学
部
と
中
国
曁
南
大
学
文
学
院
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結

の
た
め
︑
中
国
広
州
の
曁
南
大
学
を
訪
問
︒
二
十
一
日
︑
曁
南
大
学
中
文
系
に
お
い
て
「
詩
経
溯
源
」
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と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
う
︒

 

九
月
二
十
八
日
︑
明
治
大
学
と
中
国
聯
合
報
文
化
基
金
会
に
よ
る
第
一
回
中
国
域
外
漢
籍
国
際
学
術

会
議
に
出
席
︑
研
究
発
表
を
行
う
︒

 

十
月
︑
全
国
漢
文
教
育
学
会
理
事
︒

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
） 

四
月
︑
久
留
米
大
学
法
文
学
部
教
授
へ
配
置
換
︒

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
） 

七
月
二
十
七
日
～
八
月
二
日
︑
中
国
長
春
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
昭
明
文
選
国
際
学
術
会
議
に
出
席

し
︑「
文
選
李
善
注
の
編
集
過
程
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
う
︒

平
成
元
年
（
一
九
八
九
） 
四
月
︑
久
留
米
大
学
大
学
院
比
較
文
化
研
究
科
教
授
︒

平
成
四
年
（
一
九
九
二
） 
四
月
︑
久
留
米
大
学
文
学
部
教
授
︑
文
学
部
長
（
任
期
四
年
）︒

 

七
月
二
十
九
日
～
八
月
五
日
︑
中
国
長
春
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
昭
明
文
選
国
際
学
術
会
議
に
出
席

し
︑「
文
選
集
注
と
宋
明
版
本
の
李
善
注
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
う
︒

平
成
五
年
（
一
九
九
三
） 

四
月
︑
日
本
中
国
学
会
顧
問
︒

平
成
七
年
（
一
九
九
五
） 

二
月
二
十
日
～
二
十
五
日
︑
台
湾
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
の
招
請
に
よ
っ
て
同
研
究
所
を
訪

問
し
︑「
孝
道
と
情
欲
―
後
漢
末
期
儒
教
の
苦
悩
」「
文
選
李
善
注
の
編
集
過
程
」
等
の
集
中
講
義

を
行
う
︒

 

七
月
二
十
七
日
～
三
十
一
日
︑
北
京
大
学
中
文
系
主
催
の
『
文
心
雕
龍
』
国
際
学
術
研
討
会
に
出
席

す
る
︒
中
国
文
心
雕
龍
学
会
顧
問
︒

 

八
月
一
日
～
六
日
︑
鄭
州
大
学
古
籍
整
理
研
究
所
主
催
の
『
文
選
』
国
際
学
術
研
討
会
に
出
席
し
︑

研
究
発
表
を
行
う
︒
中
国
文
選
研
究
会
顧
問
︒

平
成
八
年
（
一
九
九
六
） 

三
月
︑
久
留
米
大
学
文
学
部
教
授
を
定
年
退
職
︒
四
月
︑
久
留
米
大
学
名
誉
教
授
︒
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四
月
︑
久
留
米
大
学
文
学
部
・
大
学
院
比
較
文
化
研
究
所
客
員
教
授
（
任
期
一
年
）︒

 

十
月
末
︑
軽
度
の
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
久
留
米
大
学
病
院
に
入
院
︑
十
一
月
十
六
日
退
院
︒

平
成
九
年
（
一
九
九
七
） 

十
一
月
三
日
︑
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
章
︒

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
） 

八
月
三
十
一
日
～
九
月
三
日
︑
西
安
及
び
近
郊
を
観
光
・
視
察
す
る
︒

 

九
月
四
日
～
八
日
︑
四
川
大
学
中
国
古
典
文
献
学
国
際
学
術
研
討
会
︑
曁
楊
明
照
教
授
九
十
華
誕
慶

典
に
出
席
す
る
︒
六
日
︑「
従
宋
代
刊
本
『
文
選
』
李
善
注
裏
可
以
看
出
其
剽
窃
和
利
用
了
『
文
選
』

五
臣
注
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
う
︒
四
川
大
学
文
学
与
新
聞
学
院
栄
誉
教
授
︒

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
） 
三
月
︑
中
国
文
学
理
論
学
会
顧
問
王
元
化
氏
主
催
の
上
海
図
書
館
に
お
け
る
学
術
講
演
会
に
出
席
し
︑

「
日
本
接
納
中
国
文
芸
的
類
型
」
と
題
し
て
講
演
を
行
う
︒

 
四
月
︑
中
国
鎮
江
市
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
国
際
『
文
心
雕
龍
』
学
術
研
討
会
に
出
席
す
る
︒

 

七
月
︑
中
国
長
春
師
範
学
院
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
『
文
選
』
学
国
際
学
術
研
討
会
に
出
席
し
︑「
二

十
世
紀
的
日
本
『
文
選
』
研
究
与
課
題
」
と
題
し
て
講
演
を
行
う
︒

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
） 

五
月
︑
中
国
寧
波
大
学
で
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
二
年
楚
辞
学
国
際
学
術
研
討
会
に
出
席
し
︑「
関
於
楚

辞
体
文
学
的
分
離
現
象
」
と
題
し
て
講
演
を
行
う
︒

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
） 

七
月
︑
中
国
河
南
省
新
郷
市
の
河
南
科
技
学
院
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
国
際
文
選
学
学
術
研
討
会
に

出
席
す
る
︒

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
） 

十
一
月
三
日
︑
第
六
十
五
回
西
日
本
新
聞
社
「
西
日
本
文
化
賞
」
を
受
賞
す
る
︒

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
） 

五
月
︑
華
東
師
範
大
学
王
元
化
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
『
岡
村
繁
全
集
（
全
十
巻
︑
別
巻
）』
＆
『
王

元
化
著
作
集
（
全
三
巻
）』
刊
行
完
結
座
談
会
に
出
席
す
る
︒

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
） 

十
二
月
二
十
六
日
早
暁
︑
福
岡
県
福
岡
市
東
区
青
葉
の
自
宅
に
て
永
眠
︒

 

戒
名
は
「
學
德
院
教
譽
智
光
淨
繁
大
居
士
」︒
同
日
付
で
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
従
四
位
を
授
与
さ
る
︒
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岡
村
　
繁
先
生
　
著
作
目
録

凡
例本

目
録
は
︑
岡
村
繁
先
生
ご
本
人
に
よ
る
自
筆
ノ
ー
ト
『
岡
村
繁
著
述
目
録
』
を
底
本
と
し
︑
既
存
の
目
録
（『
文
学
研

究
』
八
四
︑『
中
国
文
学
論
集
』
一
五
︑『
中
国
詩
人
論
』︑『
岡
村
繁
全
集
』
一
〇
︑『
東
方
学
』
一
二
四
）
を
適
宜
参
照
し
て

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
︒

底
本
は
岡
村
先
生
ご
自
身
に
よ
り
︑
詳
細
な
項
目
を
以
て
整
理
さ
れ
て
お
り
︑
本
目
録
は
こ
れ
を
参
考
に
項
目
を
分
け
た

が
︑
ほ
ぼ
同
様
の
項
目
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
︑
適
宜
一
項
目
に
ま
と
め
た
︒

最
後
の
「
そ
の
他
」
に
は
︑
岡
村
繁
先
生
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
や
文
章
の
う
ち
特
記
す
べ
き
も
の
を
加
え
た
︒
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著
書
・
編
著
・
訳
書

1　

文
心
雕
龍
索
引
（
漢
文
学
叢
書
）　　

広
島
文
理
科
大
学
漢
文
学
研
究
室

一
九
五
〇
年　

九
月

2　

広
島
大
学
文
学
部
中
国
哲
学

中
国
文
学
研
究
室
書
籍
目
録
（
油
印
本
）　　

＊
「
索
引
」
山
口
義
雄
﹇
編
﹈　　

 
広
島
大
学
文
学
部

一
九
五
三
年
一
二
月

3　

後
漢
三
国
の
評
論
に
関
す
る
研
究
・
附
録
論
文
二
篇　
　

自
家
油
印
（
学
位
論
文
）

一
九
六
二
年　

三
月

4　

陶
淵
明
―
世
俗
と
超
俗
―
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
₂₂₄
）　　

日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
七
四
年
一
二
月

5　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集　

第
一
巻　
　
　

共
編　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年　

五
月

6　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集　

第
三
巻　
　
　
　
　
　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年　

八
月

7　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集　

第
四
巻　
　
　
　
　
　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年
一
〇
月

8　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集　

第
二
巻　
　
　

共
編　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年
一
二
月

9　

対
馬
藩
現
存
漢
籍
分
類
目
録　
　

九
州
大
学
文
学
部

一
九
八
〇
年　

三
月

10　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集　

第
八
巻
下　
　

共
編　
　

葦
書
房

一
九
八
〇
年　

九
月

11　

杉
浦
重
剛
全
集　

第
五
巻　
　
　
　
　
　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

12　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
二
巻　

日
記
篇
二　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

13　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
三
巻　

日
記
篇
三　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

14　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
四
巻　

日
記
篇
四　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

15　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
五
巻　

日
記
篇
五　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

16　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
六
巻　

日
記
篇
六　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

17　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
七
巻　

日
記
篇
七　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

18　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
八
巻　

日
記
篇
八　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

19　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
十
一
巻　

随
筆
篇　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月
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20　

秋
月
郷
土
館
蔵
書
分
類
総
目
録　
　

共
編　
　

文
献
出
版

一
九
八
二
年　

三
月

21　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
十
巻　

日
記
篇
一　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

六
月

22　

文
心
雕
龍
索
引
（
改
訂
版
）　　

采
華
書
林

一
九
八
二
年　

九
月

23　

中
国
文
学
専
題
三
講
（
淡
江
講
座
叢
書
五
七
）　　

劉
三
富
﹇
訳
﹈　　

淡
江
大
学
出
版
中
心

一
九
八
四
年
一
〇
月

24　

藤
樹
先
生
に
学
ぶ
（
藤
樹
講
演
会
叢
書
第
一
四
集
）　　

滋
賀
県
安
曇
川
町
教
育
委
員
会

一
九
八
五
年　

三
月

25　

藤
樹
書
院
蔵
書
分
類
目
録　
　

滋
賀
県
安
曇
川
町

一
九
八
五
年　

五
月

26　

文
選
研
究
論
著
目
録　
　

＊
牧
角
悦
子
﹇
主
編
﹈　　

 

九
州
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
文
選
学
史
研
究
会

一
九
八
六
年　

三
月

27　

中
国
詩
人
論
（
岡
村
繁
教
授
退
官
記
念
論
集
）　　

汲
古
書
院

一
九
八
六
年
一
〇
月

28　

毛
詩
正
義
訳
注　

第
一
冊　
　

中
国
書
店

一
九
八
六
年
一
〇
月

29　

白
氏
文
集
三
（
新
釈
漢
文
大
系
九
九
）　　
　

明
治
書
院

一
九
八
八
年　

七
月

30　

宗
家
文
庫
史
料
目
録
（
記
録
類
Ⅳ
和
書
漢
籍
） 

宗
家
文
庫
漢
籍
目
録　
　

厳
原
町
教
育
委
員
会

一
九
九
〇
年　

三
月

31　

白
氏
文
集
四
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
〇
）　　

明
治
書
院

一
九
九
〇
年
一
一
月

32　

広
瀬
淡
窓
・
広
瀬
旭
荘
（
江
戸
詩
人
選
集
第
九
巻
）　　

岩
波
書
店

一
九
九
一
年
一
二
月

33　

世
俗
与
超
俗
―
陶
淵
明
新
論
（
財
団
法
人
劉
真
先
生
学
術
基
金
会
叢
書
）　　

陸
暁
光
・
笠
征
﹇
訳
﹈　　

台
湾
書
店

一
九
九
二
年
一
一
月

34　

白
氏
文
集
六
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
二
）　　

明
治
書
院

一
九
九
三
年　

八
月

35　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
九
巻　

日
記
篇
九　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

一
九
九
四
年　

六
月

36　

生
命
の
か
が
り
火　
　

テ
ィ
ム
ー
ル
・
ダ
ワ
マ
イ
デ
﹇
著
﹈・
岡
村
繁
﹇
訳
﹈　 

九
州
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
協
会
﹇
編
﹈　　

ア
イ
ネ
ッ
ク

一
九
九
四
年
一
一
月

37　

文
選
の
研
究　
　

岩
波
書
店

一
九
九
九
年　

四
月



岡
村
　
繁
先
生
　
著
作
目
録

9

38　

岡
村
繁
全
集　

第
一
巻　

周
漢
文
学
史
考　
　
　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
年　

八
月

39　

岡
村
繁
全
集　

第
二
巻　

文
選
之
研
究　
　
　
　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
年　

八
月

40　

岡
村
繁
全
集　

第
三
巻　

漢
魏
六
朝
的
思
想
和
文
学　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
年　

八
月

41　

岡
村
繁
全
集　

第
四
巻　

陶
淵
明
・
李
白
新
論　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

42　

岡
村
繁
全
集　

第
五
巻　

唐
代
文
芸
論　
　
　
　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

43　

岡
村
繁
全
集　

第
六
巻　

歴
代
名
画
記
訳
注　
　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

44　

白
氏
文
集
五
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
一
）　　
　

明
治
書
院

二
〇
〇
四
年　

二
月

45　

王
元
化
著
作
集
Ⅰ　

文
心
雕
龍
講
疏 　
　
　
　

汲
古
書
院

二
〇
〇
五
年　

四
月

46　

白
氏
文
集
九
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
五
）　　
　

明
治
書
院

二
〇
〇
五
年　

七
月

47　

白
氏
文
集
八
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
四
）　　
　

明
治
書
院

二
〇
〇
六
年　

八
月

48　

白
氏
文
集
二
上
（
新
釈
漢
文
大
系
九
八
）　　
　

明
治
書
院

二
〇
〇
七
年　

七
月

49　

白
氏
文
集
二
下
（
新
釈
漢
文
大
系
一
一
七
）　　

明
治
書
院

二
〇
〇
七
年　

七
月

50　

王
元
化
著
作
集
Ⅱ　

思
辯
随
筆　
　
　
　
　
　

 
汲
古
書
院

二
〇
〇
八
年　

三
月

51　

白
氏
文
集
七
上
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
三
）　　

明
治
書
院

二
〇
〇
八
年　

七
月

52　

岡
村
繁
全
集　

第
七
巻　

日
本
漢
文
学
論
考　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
九
年　

六
月

53　

岡
村
繁
全
集　

第
八
巻　

毛
詩
正
義
注
疏
選
箋　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
九
年　

六
月

54　

岡
村
繁
全
集　

第
九
巻　

梅
墩
詩
鈔
拾
遺　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
九
年　

六
月

55　

岡
村
繁
全
集　

第
十
巻　

随
想
篇　
　
　
　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
九
年　

六
月

56　

広
瀬
旭
荘
全
集　

第
十
巻　

詩
文
篇　
　

共
編　
　

思
文
閣
出
版

二
〇
一
〇
年　

一
月

57　

王
元
化
著
作
集
Ⅲ　

九
十
年
代
の
反
思
録　
　

汲
古
書
院

二
〇
一
〇
年　

三
月

58　

岡
村
繁
全
集
別
巻
Ⅰ　

文
心
雕
龍
索
引　
　
　
　
　

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
一
〇
年　

四
月
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59　

白
氏
文
集
十
二
上
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
八
）　　

明
治
書
院

二
〇
一
〇
年　

六
月

60　

白
氏
文
集
七
下
（
新
釈
漢
文
大
系
一
一
八
）　　
　

明
治
書
院

二
〇
一
一
年　

六
月

61　

白
氏
文
集
十
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
六
）　　
　
　

明
治
書
院

二
〇
一
四
年
一
二
月

62　

白
氏
文
集
十
一
（
新
釈
漢
文
大
系
一
〇
七
）　　
　

明
治
書
院

二
〇
一
五
年　

九
月

論
文

1　

沈
約
郊
居
賦
雷
張
同
箋
補
正　
　

日
本
中
国
学
会
報
第
三
集

一
九
五
二
年　

三
月

2　

人
物
志
の
流
伝
に
つ
い
て
―
支
那
中
古
人
物
論
の
本
質
解
明
へ
の
一
試
論
―　
　

 

哲
学
（
広
島
大
学
）
第
三
輯
（
白
井
先
生
頌
寿
記
念
論
文
特
輯
）

一
九
五
二
年
一
二
月

3　

世
説
所
見
話
言
用
典
考　
　

広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
五
号

一
九
五
四
年　

三
月

4　

郭
泰
・
許
劭
の
人
物
評
論　
　

東
方
学
第
一
〇
輯

一
九
五
五
年　

四
月

5　

郭
泰
の
生
涯
と
そ
の
為
人　
　

支
那
学
研
究
（
広
島
大
学
）
第
一
三
号

一
九
五
五
年　

九
月

6　

後
漢
末
期
の
評
論
的
気
風
に
つ
い
て　
　

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
二
二
（
文
学
八
）

一
九
六
〇
年　

二
月

7　

曹
丕
の
「
典
論
論
文
」
に
つ
い
て　
　

 

支
那
学
研
究
（
広
島
大
学
）
第
二
四
・
二
五
合
併
号
（
斯
波
六
郎
博
士
追
悼
特
集
）

一
九
六
〇
年
一
〇
月

8　

人
物
志
劉
注
校
箋　
　

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
二
五
（
文
学
九
）

一
九
六
一
年　

三
月

9　
「
才
性
四
本
論
」
の
性
格
と
成
立
―
あ
わ
せ
て
唐
長
孺
氏
の
「
魏
晋
才
性
論
的
政
治
意
義
」
を
駁
す
―　
　

名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
二
八
（
文
学
一
〇
） 

一
九
六
二
年　

三
月

10　

清
談
の
系
譜
と
意
義　
　

日
本
中
国
学
会
報
第
一
五
集

一
九
六
三
年
一
〇
月

11　
『
六
朝
詩
集
』
と
そ
れ
に
収
め
ら
れ
た
「
鮑
氏
集
」
に
つ
い
て 

東
北
大
学
教
養
部
紀
要
第
一
号
（
人
文
科
学
・
外
国
文
学
篇
）

一
九
六
五
年　

三
月
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12　

細
川
家
永
青
文
庫
蔵
「
敦
煌
本
文
選
注
」
に
つ
い
て　
　

集
刊
東
洋
学
第
一
四
号

一
九
六
五
年
一
〇
月

13　
「
敦
煌
本
文
選
注
」
校
釈　
　

東
北
大
学
教
養
部
紀
要
第
四
号
（
国
文
学
・
漢
文
学
特
輯
）

一
九
六
六
年　

二
月

14　

建
安
文
壇
へ
の
視
角　
　

中
国
中
世
文
学
研
究
（
広
島
大
学
）
第
五
号

一
九
六
六
年　

六
月

15　

楚
辞
文
学
に
お
け
る
「
抽
思
」
の
位
置　
　

集
刊
東
洋
学
第
一
六
号
（
中
国
文
学
特
集
号
）

一
九
六
六
年
一
〇
月

16　

楚
辞
と
屈
原
―
ヒ
ー
ロ
ー
と
作
者
と
の
分
離
に
つ
い
て
―　
　

日
本
中
国
学
会
報
第
一
八
集

一
九
六
六
年
一
〇
月

17　

駢
文　
　

文
学
概
論
（
中
国
文
化
叢
書
第
四
巻
）　　

大
修
館
書
店

一
九
六
七
年　

九
月

18　

唐
末
に
お
け
る
曲
子
詞
文
学
の
成
立　
　

 

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
六
五
輯
（
目
加
田
教
授
退
官
記
念
特
輯
）

一
九
六
八
年　

三
月

19 
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一
九
六
八
年
一
二
月

20　

陶
淵
明
論
―
そ
の
超
俗
的
生
活
を
支
え
た
世
俗
性
―　
　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
六
八
輯

一
九
七
一
年　

三
月

21　

五
言
詩
の
文
学
的
定
着
の
過
程　
　

九
州
中
国
学
会
報
第
一
七
巻

一
九
七
一
年　

五
月

22　

陶
淵
明
に
関
す
る
魯
迅
の
提
言
と
革
命
後
の
中
国
で
の
討
論　

  

野
草
第
四
号
（
特
集
―
中
国
の
古
典
文
学
と
現
代
）

一
九
七
一
年　

七
月

23　
『
歴
代
名
画
記
』
序
篇
校
注　
　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
六
九
輯

一
九
七
二
年　

三
月

24　

漢
初
に
お
け
る
辞
賦
文
学
の
動
向　
　

鳥
居
久
靖
先
生
華
甲
記
念
論
集
：
中
国
の
言
語
と
文
学

一
九
七
二
年
一
二
月

25　

揚
雄
の
文
学
・
儒
学
と
そ
の
立
場　
　

中
国
文
学
論
集
第
四
号
（
浜
一
衛
先
生
退
官
記
念
号
）

一
九
七
四
年　

五
月

26　

張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
の
撰
述
過
程　

 

目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
学
論
集 　

龍
渓
書
舎

一
九
七
四
年
一
〇
月

27　
『
名
画
猟
精
録
』
の
性
格
と
そ
の
価
値　
　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
七
二
輯

一
九
七
五
年　

三
月
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28　

班
固
と
張
衡
―
そ
の
創
作
態
度
の
異
質
性
―　
　

小
尾
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集　
　

 

第
一
学
習
社

一
九
七
六
年　

三
月

29　

筑
前
秋
月
藩
の
漢
学
と
教
育
―
秋
月
郷
土
館
蔵
漢
籍
管
窺
―　
　

 
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
（
九
州
大
学
）
第
二
一
号　
　

一
九
七
六
年　

三
月

30　
『
史
記
』
か
ら
『
漢
書
』
へ　
　

国
語
一
五
五
号　
　

東
京
書
籍

一
九
七
六
年　

九
月

31　

蔡
邕
を
め
ぐ
る
後
漢
末
期
の
文
学
の
趨
勢　
　

日
本
中
国
学
会
報
第
二
八
集

一
九
七
六
年
一
〇
月

32　

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て　

 

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
七
四
輯
（
永
田
英
一
教
授
退
官
記
念
特
輯
）　　

一
九
七
七
年　

三
月

33　

物
語
文
学
の
成
立
と
唐
宋
の
説
話
文
学　

 

国
語
の
研
究
（
大
分
大
学
）
第
一
〇
号
（
工
藤
豊
彦
教
授
退
官
記
念
特
輯
号
）　　

一
九
七
七
年　

五
月

34　

張
懐
瓘
の
書
論
と
張
彦
遠
の
画
論　
　

中
国
書
論
大
系
月
報
四　
　

二
玄
社

一
九
七
八
年　

九
月

35　

北
九
州
の
漢
学
（
上
）　　

国
語
一
七
八
号　
　

東
京
書
籍

一
九
七
八
年
一
〇
月

36　

北
九
州
の
漢
学
（
中
）　　

国
語
一
八
一
号　
　

東
京
書
籍

一
九
七
九
年　

一
月

37　

北
九
州
の
漢
学
（
下
）　　

国
語
一
八
三
号　
　

東
京
書
籍

一
九
七
九
年　

三
月

38　

文
選
集
注
と
宋
明
版
行
の
李
善
注　
　

加
賀
博
士
退
官
記
念
中
国
文
史
哲
学
論
集　
　

講
談
社

一
九
七
九
年　

三
月

39　
「
橘
頌
」
の
出
現
―
楚
辞
騒
体
文
学
の
分
裂
現
象
―　
　

 

森
三
樹
三
郎
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
学
論
集　
　

朋
友
書
店

一
九
七
九
年
一
二
月

40　

唐
代
詩
人
群
像　
　

文
学
の
な
か
の
人
間
像
（
九
州
大
学
公
開
講
座
１
）　　

九
州
大
学
出
版
会

一
九
八
〇
年　

四
月

41　

李
白
「
峨
眉
山
月
歌
」
考
―
李
白
の
出
蜀
経
路
と
そ
の
詩
想
開
眼
―　
　

 

荒
木
教
授
退
休
記
念
中
国
哲
学
史
研
究
論
集　
　

葦
書
房　
　

一
九
八
一
年
一
二
月
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42　

劉
向
『
列
女
伝
』
に
お
け
る
女
性
の
行
動
と
倫
理　
　

 

中
国
文
学
の
女
性
像
（
石
川
忠
久
﹇
編
﹈）　　

汲
古
書
院　
　

一
九
八
二
年　

三
月

43　

詩
譜
序
正
義
訳
注　
　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
七
九
輯

一
九
八
二
年　

三
月

44　

対
馬
宗
家
文
庫
漢
籍
（
朝
鮮
本
）
提
要　
　

九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
（
九
州
大
学
）
第
二
七
号

一
九
八
二
年　

三
月

45　

東
晋
画
論
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
反
映
の
仕
方　
　

 

中
国
文
学
論
集
第
一
一
号
（
那
須
清
教
授
退
官
記
念
号
）

一
九
八
二
年
一
〇
月

46　

周
南
召
南
譜
正
義
訳
注　
　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
八
〇
号

一
九
八
三
年　

二
月

47　

劉
劭
の
『
人
物
志
』
に
お
け
る
人
物
論
の
構
想
と
そ
の
意
図　
　

 

中
国
に
お
け
る
人
間
性
の
探
究
（
金
谷
治
﹇
編
﹈）　　

創
文
社

一
九
八
三
年　

二
月

48　

李
白
と
孟
浩
然　
　

国
語
二
二
七
号　
　

東
京
書
籍

一
九
八
三
年　

三
月

49　
「
父
の
子
に
於
け
る
︑
実
は
情
欲
の
為
に
発
せ
し
の
み
」　　

 

小
尾
博
士
古
稀
記
念
中
国
学
論
集　
　

汲
古
書
院

一
九
八
三
年
一
〇
月

50　

李
白
の
政
治
的
自
負
と
そ
の
本
質　
　

集
刊
東
洋
学
第
五
〇
号

一
九
八
三
年
一
〇
月

51　

周
南
関
雎
詁
訓
伝
正
義
訳
注
（
一
）　　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
八
一
輯

一
九
八
四
年　

二
月

52　

論
曹
丕
的
︽
典
論
・
論
文
︾　　

曦
鍾
﹇
訳
﹈　　

 

中
国
文
芸
思
想
史
論
叢
第
一
輯　
　

北
京
大
学
出
版
社

一
九
八
四
年　

五
月

53　

竹
添
井
井
の
『
左
氏
会
箋
』
が
剽
窃
し
た
一
つ
の
種
本　
　

 

三
迫
初
男
博
士
古
稀
記
念
論
攷
漢
語
・
漢
文
の
世
界　
　

渓
水
社　
　

一
九
八
四
年　

五
月

54　
『
文
心
雕
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美　
　

中
国
文
学
論
集
第
一
三
号

一
九
八
四
年
一
二
月

55　
「
離
騒
」
及
「
九
章
」
的
形
成　
　

范
月
嬌
﹇
訳
﹈　　

 

日
本
漢
学
論
文
集
（
一
）　　

文
史
哲
出
版
社
（
台
北
）

一
九
八
五
年　

一
月
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56　

周
南
関
雎
詁
訓
伝
正
義
訳
注
（
二
）　　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
八
二
輯

一
九
八
五
年　

三
月

57　
︽
文
心
雕
龍
︾
中
的
五
経
和
文
章
美　
　

李
慶
﹇
訳
﹈　　

中
華
文
史
論
叢
（
中
日
学
者
︽
文
心
雕
龍
︾

学
術
討
論
会
論
文
選
輯
）
一
九
八
五
年
第
二
輯
（
総
第
三
四
輯
）　　

上
海
古
籍
出
版
社　
　

一
九
八
五
年　

六
月

58　

李
白
と
そ
の
妻
子
た
ち　
　

古
田
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集　
　

東
方
書
店

一
九
八
五
年　

七
月

59　
「
文
選
」
与
「
玉
台
新
詠
」　　

余
崇
生
﹇
訳
﹈　　

古
典
文
学
第
七
集
（
上
）　　

台
湾
学
生
書
局

一
九
八
五
年　

八
月

60　
（
補
訂
再
録
）
筑
前
秋
月
藩
の
漢
学
と
教
育
―
秋
月
郷
土
館
蔵
漢
籍
管
窺
―　
（
付
表
）
福
岡
藩
・

秋
月
藩
の
教
学
に
関
す
る
年
表　
　

九
州
と
思
想
・
文
化
（
九
州
近
世
史
研
究
叢
書
第
一
四
巻
）　　

国
書
刊
行
会

一
九
八
五
年
一
一
月

61　

周
南
関
雎
詁
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）　　

文
学
研
究
（
九
州
大
学
）
第
八
三
輯

一
九
八
六
年　

二
月

62　

楚
辞
与
屈
原
―
関
于
主
人
公
与
作
者
的
区
別　
　

孫
東
臨
﹇
訳
﹈　　

 

日
本
学
者
中
国
文
学
研
究
訳
叢
第
一
輯　
　

吉
林
教
育
出
版
社　
　

一
九
八
六
年　

五
月

63　
『
文
選
』
編
纂
の
実
態
と
編
纂
当
初
の
『
文
選
』
評
価　
　

日
本
中
国
学
会
報
第
三
八
集

一
九
八
六
年
一
〇
月

64　
『
詩
経
』
と
そ
の
詩
人
た
ち　
　

中
国
詩
人
論　
　

汲
古
書
院

一
九
八
六
年
一
〇
月

65　
『
文
選
』
と
『
玉
台
新
詠
』　　

神
田
喜
一
郎
博
士
追
悼
中
国
学
論
集　
　

二
玄
社

一
九
八
六
年
一
二
月

66　

九
州
漢
学
の
隆
盛　
　

九
州
と
日
本
社
会
の
形
成
―
縄
文
か
ら
現
代
ま
で
―　
　

吉
川
弘
文
館　
　

＊
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
五
日
西
日
本
新
聞
文
化
欄
の
訂
正
再
録

一
九
八
七
年　

一
月

67　

中
国
文
学
と
王
朝
物
語
―
『
斑
竹
姑
娘
』
と
『
竹
取
物
語
』
と
の
関
係
―　
　

 

中
古
文
学
と
漢
文
学
Ⅱ
（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
第
四
巻
）　　

汲
古
書
院　
　

一
九
八
七
年　

二
月

68　
『
文
選
』
李
善
注
の
編
修
過
程
―
そ
の
緯
書
引
用
の
仕
方
を
例
と
し
て
―　
　

 

東
方
学
会
創
立
四
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集　
　

東
方
学
会　
　

一
九
八
七
年　

六
月

69　
「
説
文
解
字
叙
」
段
注
箋
釈
（
一
）　　

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
輯

一
九
八
七
年　

八
月
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70　
『
毛
詩
正
義
』
校
勘
劄
記　
　

詩
経
研
究
第
一
二
号

一
九
八
七
年
一
二
月

71　

細
川
家
永
青
文
庫
蔵
「
敦
煌
本
文
選
注
」
に
つ
い
て　
　

 

第
一
届
中
国
域
外
漢
籍
国
際
学
術
会
議
論
文
集　
　

聯
合
報
文
化
基
金
会
国
学
文
献
館
（
台
北
）　　

一
九
八
七
年
一
二
月

72　
「
説
文
解
字
叙
」
段
注
箋
釈
（
二
）　　

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
輯

一
九
八
八
年　

三
月

73　

東
晋
画
論
与
老
荘
思
想　

 

馬
振
方
﹇
訳
﹈　 

中
国
文
芸
思
想
史
論
叢
第
三
輯　
　

北
京
大
学
出
版
社

一
九
八
八
年　

六
月

74　
︽
文
選
︾
李
善
注
的
編
修
過
程
―
以
引
用
緯
書
的
情
形
為
例
―　
　

 

昭
明
文
選
研
究
論
文
集　
　

吉
林
文
史
出
版
社　
　

一
九
八
八
年　

六
月

75　

詩
の
誕
生
と
宮
廷
文
学
の
開
花
（
先
秦
・
漢
魏
六
朝
詩
概
説
）　　

 

別
冊
墨
第
九
号
（
漢
詩
と
書
）　　

芸
術
新
聞
社　
　

一
九
八
八
年
一
〇
月

76　

さ
ま
よ
え
る
『
文
選
』
―
南
北
朝
末
期
に
お
け
る
文
学
の
動
向
と
「
文
選
学
」
の
成
立
―　
　

 

禅
文
化
研
究
所
紀
要
（
花
園
大
学
）
第
一
五
号
（
入
矢
義
高
教
授
喜
寿
記
念
論
集
）　　
　
　

一
九
八
八
年
一
二
月

77　
「
説
文
解
字
叙
」
段
注
箋
釈
（
三
）　　

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
第
五
輯

一
九
八
九
年　

一
月

78　

江
南
の
自
然
と
文
人
・
詩
人
（
王
羲
之
と
陶
淵
明
）　　

 

（
週
刊
朝
日
百
科
）
世
界
の
歴
史
二
八　
　

朝
日
新
聞
社

一
九
八
九
年　

六
月

79　

論
老
荘
思
想
対
東
晋
画
論
的
影
響　
　

向
以
鮮
﹇
訳
﹈　　

 

日
本
学
者
中
国
文
学
研
究
訳
叢
第
三
輯　
　

吉
林
教
育
出
版
社　
　

一
九
九
〇
年　

三
月

80　
︽
楚
辞
︾
与
屈
原
―
関
於
主
人
公
与
作
者
的
区
別　
　

孫
東
臨
﹇
訳
﹈　　

 

与
日
本
学
者
討
論
屈
原
問
題　
　

華
中
理
工
大
学
出
版
社　
　

一
九
九
〇
年　

六
月

81　

班
固
和
張
衡
―
論
他
們
創
作
態
度
的
異
質
性　
　

 

慶
賀
楊
明
照
教
授
八
十
寿
辰
文
心
同
雕
集　
　

成
都
出
版
社

一
九
九
〇
年　

六
月

82　

白
楽
天
の
詩
賦
と
唐
代
の
科
挙　
　

新
し
い
漢
文
教
育
第
一
一
号

一
九
九
〇
年
一
一
月
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83　

白
楽
天
の
詩
賦
と
王
朝
の
詩
賦　
　

和
漢
比
較
文
学
第
八
号

一
九
九
一
年
一
〇
月

84　
︽
文
心
雕
龍
︾
中
的
五
経
和
文
章
美　
　

竹
村
則
行
・
周
龍
梅
﹇
訳
﹈　　

 

︽
文
心
雕
龍
︾
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集　
　

文
史
哲
出
版
社　
　

一
九
九
二
年　

六
月

85　
︽
文
心
雕
龍
︾
在
唐
初
鈔
本
︽
文
選
某
氏
注
︾
残
篇
中
的
投
影　
　

林
少
華
﹇
訳
﹈　　

 
文
心
雕
龍
研
究
薈
萃　
　

上
海
書
店　
　

一
九
九
二
年　

六
月

86　

文
選
集
注
与
宋
明
版
本
的
李
善
注　
　

郭
斐
映
﹇
訳
﹈　　

 

文
選
学
論
集
（
選
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
）　　

時
代
文
芸
出
版
社　
　

一
九
九
二
年　

六
月

87　

試
以
蔡
邕
為
中
心
論
後
漢
末
期
文
学
的
趨
勢　
　

郭
斐
映
﹇
訳
﹈　　

 

慶
祝
饒
宗
頤
教
授
七
十
五
歳
論
文
集　
　

香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所　
　

一
九
九
三
年　

六
月

88　

永
青
文
庫
蔵
敦
煌
本
『
文
選
注
』
箋
訂
（
一
）　　

 

久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
際
文
化
学
科
編
）
第
三
号　
　

一
九
九
三
年　

六
月

89　

白
居
易
の
賦　
　

白
居
易
の
文
学
と
人
生
Ⅱ
（
白
居
易
研
究
講
座
第
二
巻
）　　

勉
誠
社

一
九
九
三
年　

七
月

90　
︹
専
家
漫
筆
︺「
二
人
」
と
「
三
人
」　　
　
　
　
　

 

中
国
語
第
四
〇
八
号　
　

内
山
書
店

一
九
九
三
年
一
二
月

91　
︹
専
家
漫
筆
︺「
四
亭
八
当
」
と
い
う
成
語　
　
　
　

中
国
語
第
四
〇
九
号　
　

内
山
書
店

一
九
九
四
年　

一
月

92　
︹
専
家
漫
筆
︺
外
な
る
「
体
」
と
内
な
る
「
体
」　　

中
国
語
第
四
一
〇
号　
　

内
山
書
店

一
九
九
四
年　

二
月

93　

僧
大
潮
と
近
世
九
州
の
漢
詩
壇　
　

九
州
学
を
楽
し
む
（
久
留
米
大
学
公
開
講
座
四
）　　

お
う
ふ
う

一
九
九
四
年　

三
月

94　

李
白
の
生
き
か
た　
　

 

Ｑ
Ｏ
Ｌ
＝
生
存
の
質
を
高
め
る
生
き
方
（
久
留
米
大
学
公
開
講
座
五
）　　

石
風
社　
　

一
九
九
四
年　

九
月

95　

従
蔡
邕
看
東
漢
末
期
的
文
学
趨
勢　
　

王
琳
・
牛
月
明
﹇
訳
﹈　　

 

陰
山
学
刊
（
社
会
科
学
版
）
一
九
九
四
年
第
三
期　
　

一
九
九
四
年　

九
月

96　

広
瀬
旭
荘
『
梅
墩
詩
鈔
』
三
序
訳
注　
　

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
第
一
八
輯

一
九
九
六
年　

九
月
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97　

孝
道
与
情
欲
―
後
漢
末
期
儒
教
的
苦
悩　
　

 

中
国
文
哲
研
究
通
訊
第
六
巻
第
四
期　
　

中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所　
　

一
九
九
六
年
一
二
月

98　

梅
墩
詩
鈔
初
編
訳
注
（
一
）　　

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
第
一
九
輯

一
九
九
七
年　

三
月

99　
『
白
氏
文
集
』
の
旧
鈔
本
と
旧
刊
本　

 

東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集　

 

東
方
学
会

一
九
九
七
年　

五
月

₁₀₀　

永
青
文
庫
蔵
敦
煌
本
『
文
選
注
』
箋
訂
（
下
）　　

 

久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
際
文
化
学
科
編
）
第
一
一
号　
　

一
九
九
七
年　

六
月

₁₀₁　

梅
墩
詩
鈔
初
編
訳
注
（
二
）　　

久
留
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
〇
輯

一
九
九
七
年　

九
月

₁₀₂　

南
北
朝
末
期
的
文
学
動
向
与
文
選
学
的
興
起　
　

陸
暁
光
﹇
訳
﹈　　

 

学
術
集
林
巻
一
一　
　

上
海
遠
東
出
版
社　
　

一
九
九
七
年
一
一
月

₁₀₃　

広
瀬
旭
荘
の
遺
稿
と
そ
の
推
敲
過
程
（
先
儒
祭
記
念
講
演
）　　

 

斯
文
第
一
〇
六
号
（
昌
平
黌
創
建
二
〇
〇
年
︑
斯
文
会
創
立
八
〇
年
記
念
号
）　　

一
九
九
八
年　

三
月

₁₀₄　

司
馬
相
如
伝
考　
　

学
林
第
二
八
・
二
九
号
（
高
木
正
一
先
生
追
悼
記
念
論
集
）

一
九
九
八
年　

三
月

₁₀₅　
︽
文
選
集
注
︾
与
宋
明
版
本
的
李
善
注　
　

郭
斐
映
﹇
訳
﹈　

段
書
偉
﹇
校
訂
﹈　　

 

中
外
学
者
文
選
学
論
集　
　

中
華
書
局　
　

一
九
九
八
年　

八
月

₁₀₆　
︽
文
選
︾
編
纂
的
実
際
情
況
与
成
書
初
期
所
受
到
的
評
価　
　

劉
玉
飛
﹇
訳
﹈　

兪
紹
初
﹇
校
訂
﹈ 

中
外
学
者
文
選
学
論
集　
　

中
華
書
局　
　

一
九
九
八
年　

八
月

₁₀₇　
（
再
録
）︽
文
選
︾
李
善
注
的
編
修
過
程
―
以
引
用
緯
書
的
情
形
為
例　
　

 

中
外
学
者
文
選
学
論
集　
　

中
華
書
局    

一
九
九
八
年　

八
月

₁₀₈　

南
北
朝
末
期
文
学
的
動
向
及
〝
文
選
学
〟
的
形
成　
　

劉
玉
飛
﹇
訳
﹈　

兪
紹
初
﹇
校
訂
﹈　　

 

中
外
学
者
文
選
学
論
集　
　

中
華
書
局　
　

一
九
九
八
年　

八
月
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₁₀₉　

永
青
文
庫
蔵
敦
煌
本
︽
李
善
注
︾
箋
訂
（
上
）　　

羅
国
威
﹇
訳
﹈　　

 

学
術
集
林
巻
一
四　
　

上
海
遠
東
出
版
社　
　

一
九
九
八
年
一
〇
月

₁₁₀　

六
朝
貴
族
文
人
の
臆
病
と
虚
栄　
　

日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集　
　

汲
古
書
院

一
九
九
八
年
一
〇
月

₁₁₁　

永
青
文
庫
蔵
敦
煌
本
︽
文
選
注
︾
箋
訂
（
続
篇
）　　

羅
国
威
﹇
訳
﹈　　

 
学
術
集
林
巻
一
五　
　

上
海
遠
東
出
版
社　
　

一
九
九
九
年　

一
月

₁₁₂　

五
言
詩
的
定
型
過
程　
　

陸
暁
光
﹇
訳
﹈　　

中
国
学
研
究
第
三
輯　
　

中
国
書
籍
出
版
社

一
九
九
九
年　

九
月

₁₁₃　

宋
代
刊
本
︽
李
善
注
文
選
︾
剽
窃
和
利
用
了
︽
五
臣
注
︾　　

新
国
学
第
一
巻　
　

巴
蜀
書
社

一
九
九
九
年
一
二
月

₁₁₄　

宋
代
刊
本
『
李
善
注
文
選
』
に
見
ら
れ
る
『
五
臣
注
』
か
ら
の
剽
窃
利
用　
　

 

村
山
吉
廣
教
授
古
稀
記
念
中
国
古
典
学
論
集　
　

汲
古
書
院　
　

二
〇
〇
〇
年　

三
月

₁₁₅　

六
朝
貴
族
文
人
的
懦
怯
和
虚
栄　
　

兪
慰
慈
﹇
訳
﹈　　

 

慶
祝
王
元
化
教
授
八
十
歳
論
文
集　
　

華
東
師
範
大
学
出
版
社　
　

二
〇
〇
一
年　

一
月

₁₁₆　

宋
代
刊
本
︽
李
善
注
文
選
︾
盗
用
了
︽
五
臣
注
︾　　

兪
慰
慈
・
陳
秋
萍
﹇
訳
﹈　　

 

︽
昭
明
文
選
︾
与
中
国
伝
統
文
化
（
第
四
届
文
選
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
）　　

吉
林
文
史
出
版
社
二
〇
〇
一
年　

六
月

₁₁₇　
「
荘
老
告
退
︑
山
水
方
滋
」
考
―
淝
水
の
戦
の
文
化
史
的
意
義
―　
　

中
国
文
学
論
集
第
三
二
号

二
〇
〇
三
年
一
二
月

₁₁₈　

唐
代
文
化
と
日
本　
　

福
岡
教
育
大
学
国
語
科
研
究
論
集
第
四
五
号

二
〇
〇
四
年　

一
月

₁₁₉　

重
修
北
宋
国
子
監
本
『
李
善
注
文
選
』
序
説　
　

 

立
命
館
文
学
第
五
九
八
号
（
清
水
凱
夫
教
授
退
職
記
念
論
集
）　　

二
〇
〇
七
年　

二
月

随
筆
・
随
想
・
概
説

1　

中
国
の
詩
①　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
〇
号

一
九
五
五
年　

七
月

2　

中
国
の
詩
②　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
一
号

一
九
五
五
年　

八
月
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3　

中
国
の
詩
③　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
一マ
マ

号

一
九
五
五
年　

九
月

4　

中
国
の
詩
④　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
二
号

一
九
五
五
年
一
〇
月

5　

中
国
の
詩
⑤　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
三
号

一
九
五
五
年
一
一
月

6　

中
国
の
詩
⑥　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
四
号

一
九
五
五
年
一
二
月

7　

愚
公
︑
山
を
移
す　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
五
号

一
九
五
六
年　

一
月

8　

中
国
の
詩
⑦　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
六
号

一
九
五
六
年　

二
月

9　

中
国
の
詩
⑧　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
七
号

一
九
五
六
年　

三
月

10　

中
国
の
詩
⑨　
　

天
翔
（
神
戸
）
五
九
号

一
九
五
六
年　

五
月

11　

中
国
の
詩
⑩　
　

天
翔
（
神
戸
）
六
一
号

一
九
五
六
年　

七
月

12 

中
古
の
中
国
人
の
生
活
と
古
典
―
特
に
其
の
会
話
と
古
典
と
に
つ
い
て
―　
　

星
陵
文
学
第
一
三
号

一
九
五
七
年
一
一
月

13　

研
修
雑
感　
　

兵
庫
教
育
第
九
巻
第
一
〇
号

一
九
五
八
年　

二
月

14　

漢
文
入
門
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て　
　

漢
文
教
室
第
三
六
号　
　

大
修
館
書
店

一
九
五
八
年　

五
月

15　

美
人
考　
　

星
陵
文
学
第
一
四
号

一
九
五
八
年　

九
月

16　
〝
伝
統
〟
と
い
う
言
葉　
　

星
陵
新
聞
七
五
号
（
星
陵
高
等
学
校
八
十
周
年
記
念
号
）

一
九
五
八
年
一
〇
月

17　

伊
勢
湾
台
風
の
中
で　
　

星
陵
新
聞
八
二
号

一
九
五
九
年
一
一
月

18　

目
加
田
誠
著
『
洛
神
の
賦
―
中
国
文
学
論
文
と
随
筆
』　　

 

会
報
（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
）
第
一
〇
号

一
九
六
七
年　

三
月

19　

目
加
田
誠
著
『
屈
原
』　　

会
報
（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
）
第
一
一
号

一
九
六
八
年　

三
月

20　

奇
妙
な
語
順
の
文
章　
　

朝
日
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄
（
研
究
ノ
ー
ト
）

一
九
六
九
年
一
一
月　

八
日

21　

陶
淵
明
―
そ
の
「
真
」
と
通
俗
性　
　

朝
日
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
七
〇
年
一
一
月
二
六
日

22　

中
国
―
近
く
て
遠
き
︿
上
﹀　　

西
日
本
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
七
一
年　

二
月
一
五
日
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23　

中
国
―
近
く
て
遠
き
︿
下
﹀　　

西
日
本
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
七
一
年　

二
月
一
六
日

24　

陶
淵
明
の
人
と
作
品　
　

国
語
一
一
四
号　
　

東
京
書
籍

一
九
七
二
年
一
二
月

25　

所
感　
　

会
報
（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
）
第
一
六
号

一
九
七
三
年　

三
月

26　

学
部
長
提
言
「
文
学
部
」　　

蛍
雪
時
代
五
月
号　
　

旺
文
社

一
九
七
三
年　

五
月

27　

読
み
手
の
立
場　
　

駿
台
新
聞
第
一
一
号
「
作
文
力
を
つ
け
る
に
は
（
国
立
大
学
教
授
に
ア
ン
ケ
ー

ト
）」（
そ
の
２
）　　

駿
台
文
庫　
　

一
九
七
三
年　

七
月

28　
『
甲
賀
町
史
』
を
読
ん
で　
　

広
報
こ
う
か
二
二
二
号　
　

滋
賀
県
甲
賀
郡
甲
賀
町
役
場

一
九
七
三
年　

九
月

29　

た
く
ま
し
い
学
問
の
場
を　
　

会
報
（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
）
第
一
七
号

一
九
七
四
年　

三
月

30　

佐
藤
震
二
先
生
を
祭
る
文　
　

会
報
（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
）
第
一
七
号

一
九
七
四
年　

三
月

31　
『
世
説
新
語
』
と
の
出
会
い　
　

新
釈
漢
文
大
系
季
報
三
七　
　

明
治
書
院

一
九
七
五
年　

一
月

32　

東
洋
の
友
誼　
　

日
中
協
ニ
ュ
ー
ス
第
四
七
号　
　

日
中
友
好
国
民
協
議
会

一
九
七
五
年　

一
月

33　
『
文
選
』
訳
注
の
完
成　
　

全
釈
漢
文
大
系
月
報
二
四
（
第
三
二
巻
『
文
選
』
七
）　　

集
英
社

一
九
七
六
年
一
〇
月

34　

亀
井
昭
陽
『
毛
詩
考
』
解
説　
　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
第
二
巻　
　

葦
書
房

一
九
七
六
年
一
二
月

35　

附
属
図
書
館
長
就
任
の
あ
い
さ
つ　
　

 

図
書
館
情
報
第
一
三
巻
第
三
号　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
報
（
通
巻
一
〇
八
号
）

一
九
七
七
年　

九
月

36　

＝
特
別
寄
稿
＝
あ
る
山
村
の
小
学
校
の
思
い
出　
　

近
江
教
育
第
五
九
三
号　
　

滋
賀
県
教
育
会

一
九
七
七
年
一
〇
月

37　

欧
米
紀
行
一　
　

九
大
学
報
一
一
三
八

一
九
七
八
年　

一
月

38　

欧
米
紀
行
二　
　

九
大
学
報
一
一
三
九

一
九
七
八
年　

二
月

39　

欧
米
紀
行
三　
　

九
大
学
報
一
一
四
〇

一
九
七
八
年　

三
月

40　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
の
学
問
―
著
述
全
集
刊
行
を
機
に　
　

西
日
本
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
七
八
年　

五
月
一
六
日
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41　

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
解
説　
　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
第
一
巻　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年　

五
月

42　

亀
井
南
冥
『
泱
泱
余
響
』
解
説　
　
　
　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
第
一
巻　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年　

五
月

43　
『
文
心
雕
龍
』
に
よ
る
学
問
の
交
わ
り　
　

新
釈
漢
文
大
系
季
報
五
五　
　

明
治
書
院

一
九
七
八
年　

六
月

44　

亀
井
昭
陽
『
左
伝
纘
考
』
解
説　
　
　
　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
第
三
巻　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年　

八
月

45　

亀
井
昭
陽
の
学
問
的
慧
眼　
　
　
　

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
に
よ
せ
て
三　
　

葦
書
房

一
九
七
八
年
一
〇
月

46　

中
国
文
学
二
つ
の
大
著
―
相
つ
ぐ
発
刊
に
寄
せ
て
―　
　

西
日
本
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
七
九
年　

六
月
二
二
日

47　

物
語
文
学
の
ル
ー
ツ　
　

朝
日
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
八
〇
年　

二
月　

四
日

48 

「
商
女
は
知
ら
ず
亡
国
の
恨
み
」 

―
唐
王
朝
の
衰
亡
と
詩
風
の
変
移　
　

 

西
日
本
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
八
〇
年　

二
月
二
九
日

49　
『
亀
井
昭
陽
詩
文
集
』
解
説　
　
　
　

 

亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
第
八
巻
下　
　

葦
書
房

一
九
八
〇
年　

九
月

50　

先
学
を
語
る
―
斯
波
六
郎
博
士
―
（
司
会
）　　

東
方
学
第
六
一
輯

一
九
八
一
年　

一
月

51　
「
近
況
」
李
白
研
究
に
明
る
い
見
通
し　
　

西
日
本
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄

一
九
八
二
年　

一
月　

八
日

52　

杉
浦
重
剛
の
漢
詩
文
に
つ
い
て　
　

杉
浦
重
剛
全
集
第
五
巻　
　

思
文
閣
出
版

一
九
八
二
年　

一
月

53　

秋
月
郷
土
館
蔵
漢
籍
解
題　
　

秋
月
郷
土
館
蔵
漢
籍
書
分
類
総
目
録　
　

文
献
出
版

一
九
八
二
年　

三
月

54　

佐
藤
清
太
先
生
の
思
い
出　
　

洗
耳
子
―
佐
藤
清
太
博
士
追
悼
文
集　
　

同
刊
行
会

一
九
八
二
年　

四
月

55　

堂
々
の
巨
冊
『
広
瀬
旭
荘
全
集
』　　

大
分
合
同
新
聞
（
夕
刊
）

一
九
八
二
年　

七
月
二
〇
日

56　

戦
争
に
明
け
暮
れ
た
学
生
時
代　
　

追
懐
（
広
島
高
等
師
範
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
）

一
九
八
二
年
一
〇
月

57　

杉
浦
重
剛
先
生
の
漢
詩
―
郷
里
を
詠
じ
た
詩
を
中
心
に
―　
　
（
大
津
市
）
梅
窓
報
第
二
〇
号

一
九
八
三
年　

四
月

58　
「
定
本
詩
経
訳
注
（
下
）」・「
楚
辞
訳
注
」　　
『
目
加
田
誠
著
作
集
』
第
三
巻　
　

龍
渓
書
舎

一
九
八
三
年　

九
月

59 

対
馬
に
朝
鮮
本
は
残
っ
た　
　

九
大
学
報
一
二
〇
九（
一
九
八
三
年
一
二
月
号
）　　

九
州
大
学
事
務
局　
　

一
九
八
三
年
一
二
月

60　

斯
波
先
生
に
教
わ
っ
た
日
　々
　

斯
波
先
生
を
偲
ん
で　
　

広
島
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室

一
九
八
四
年　

九
月



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
四
号

22

61　

藤
樹
先
生
に
学
ぶ　
　

藤
樹
講
習
会
叢
書
一
四
集

一
九
八
五
年　

三
月

62　

藤
樹
書
院
蔵
書
解
説　
　

藤
樹
書
院
蔵
書
分
類
目
録　
　

滋
賀
県
安
曇
川
町

一
九
八
五
年　

五
月

63　

無
言
の
教
育　
　

会
報
（
滋
賀
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
）
第
三
六
号

一
九
八
五
年
一
〇
月

64 

九
州
漢
学
の
隆
盛　
　

西
日
本
新
聞
（
夕
刊
）
文
化
欄
「
九
州
と
日
本
社
会
の
形
成
」（
六
六
）

一
九
八
五
年
一
〇
月
一
五
日

65　

退
官
に
あ
た
っ
て　
　

会
報
（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
）
第
二
九
号

一
九
八
六
年　

三
月

66　

精
読
と
拾
い
読
み　
　

御
井
（
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
）
第
八
号

一
九
八
八
年　

七
月

67　
『
白
氏
文
集
』
の
全
訳
を
第
三
冊
よ
り
発
刊
す
る
の
弁　

 

新
釈
漢
文
大
系
季
報
七
五　

 

明
治
書
院

一
九
八
八
年　

七
月

68　

私
が
教
え
た
高
校
生
た
ち　
　

星
友
平
成
元
年
号　
　

兵
庫
県
立
星
陵
高
等
学
校
同
窓
会

一
九
八
九
年　

二
月

69　

清
と
俗
―
壮
年
時
代
の
白
楽
天
―　
　

新
釈
漢
文
大
系
季
報
七
九　
　

明
治
書
院

一
九
九
〇
年
一
一
月

70　

文
学
部
設
置
認
可
さ
る　
　

久
留
米
大
学
広
報
第
七
八
号

一
九
九
二
年　

一
月　

四
日

71　

挑
灯　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
留
米
大
学
広
報
第
七
八
号

一
九
九
二
年　

一
月　

四
日

72　

日
田
の
広
瀬
宗
家
の
先
賢
文
庫　
　

御
井
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
（
久
留
米
大
学
）
第
一
九
号

一
九
九
二
年　

六
月

73 

文
学
部
の
開
設
と
そ
の
理
念　
　

大
学
時
報
（
日
本
私
立
大
学
連
盟
）
第
四
一
巻
二
二
五
号
（
七
月
号
）

一
九
九
二
年　

七
月

74　

は
る
け
く
も
来
た
る
も
の
か
な　
　

 

十
七
会
五
〇
周
年
記
念
誌
（
昭
和
一
七
年
三
月
一
九
日
滋
賀
県
師
範
学
校
本
科
卒
業
同
級
会
誌
）　　

一
九
九
二
年
一
〇
月

75　

施
設
長
の
こ
ろ
の
想
い
出　
　

九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
（
九
州
大
学
）
第
三
九
号

一
九
九
四
年　

三
月

76 

一
海
知
義
さ
ん
を
哀
悼
す
る
辞　
　

 

停
年
退
休
記
念
文
集
生
前
弔
辞
―
一
海
知
義
を
祭
る　
　

一
海
知
義
停
年
退
休
記
念
文
集
刊
行
会　
　

一
九
九
四
年　

七
月

77　

目
加
田
誠
先
生
と
詩
経　
　

詩
経
研
究
第
一
九
号

一
九
九
四
年
一
二
月

78　

目
加
田
誠
先
生
の
思
い
出　
　

中
国
文
学
論
集
第
二
三
号

一
九
九
四
年
一
二
月
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79　

目
加
田
誠
先
生
を
悼
む　
　

東
方
学
第
八
九
輯

一
九
九
五
年　

一
月

80　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
文
学
―
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
散
文
と
詩
歌
―　
　

 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
第
六
号　
　

九
州
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
協
会　
　

一
九
九
六
年
一
〇
月

81　

年
度
ご
と
に
大
切
に
保
存
（
広
報
こ
う
か
五
〇
〇
号
に
寄
せ
て
）　　

広
報
こ
う
か
第
五
〇
〇
号

一
九
九
六
年
一
〇
月

82 

老
い
は
楽
し
く
―
中
国
古
代
の
死
生
観
―　
　

 

生
き
る
こ
と
の
美
し
さ
（
久
留
米
大
学
公
開
講
座
一
一
）　　

石
風
社　
　

一
九
九
七
年　

三
月

83　

中
国
古
代
の
死
生
観　
　

医
療
科
学
入
門
―
そ
の
科
学
・
ア
ー
ト
・
文
化　
　

南
江
堂

一
九
九
七
年　

四
月

84　

洛
陽
回
憶　
　

日
中
文
化
交
流
第
六
〇
二
号　
　

日
本
中
国
文
化
交
流
協
会

一
九
九
七
年
一
二
月

85　

竹
治
貞
夫
さ
ん
の
学
徳
を
偲
ん
で　
　

徳
島
大
学
国
語
国
文
学
第
一
一
号

一
九
九
八
年　

三
月

86　

厳
選
さ
れ
た
中
原
文
明
の
至
宝
―
大
黄
河
文
明
展
を
観
て
―　
　

日
中
文
化
交
流
第
六
二
四
号

一
九
九
九
年　

三
月

87　
「
春
寒
」　　
『
漢
詩
歳
時
記　

春
の
一
』　　

同
朋
社　
　
　
　

 

＊
一
九
八
八
年
同
朋
社
刊
『
中
国
文
学
歳
時
記
』
春
（
上
）
の
再
録

二
〇
〇
〇
年　

一
月

88　

之
を
仰
げ
ば
弥
々
高
く
︑
之
を
鑽
れ
ば
弥
々
堅
し　
　

入
矢
義
高
先
生
追
悼
文
集　
　

汲
古
書
院

二
〇
〇
〇
年　

三
月

89　
「
九
州
図
書
館
史
」
の
完
成
と
出
版　
　

西
日
本
新
聞
（
朝
刊
）
文
化
欄

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
九
日

90　

漢
詩
に
っ
ぽ
ん
東
西
南
北
（
佐
賀
県
）　　

＊
最
優
秀
作
は
石
碑
に
刻
す
「
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス

ト
」　　

全
漢
詩
連
会
報
第
八
号　
　

全
日
本
漢
詩
連
盟

二
〇
〇
五
年　

四
月

91　
『
白
氏
文
集
』
に
見
え
る
「
何
則
」
の
用
法　
　

新
釈
漢
文
大
系
季
報
一
〇
八　
　

明
治
書
院

二
〇
〇
八
年　

七
月

92　
『
白
氏
文
集
』
自
注
に
見
え
る
後
日
の
追
記　
　

新
釈
漢
文
大
系
季
報
一
一
〇　
　

明
治
書
院

二
〇
一
〇
年　

六
月

93　

草
創
期
の
中
国
文
藝
座
談
会
・『
中
国
文
学
論
集
』　　

中
国
文
学
論
集
第
四
〇
号

二
〇
一
一
年
一
二
月
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書
評
・
資
料
紹
介
・
推
薦

1　

中
島
千
秋
著
『
賦
の
成
立
と
展
開
』　　

集
刊
東
洋
学
第
一
二
号

一
九
六
四
年
一
〇
月

2　

宇
都
宮
清
吉
訳
『
顔
氏
家
訓
』　　

中
国
文
学
論
集
創
刊
号

一
九
七
〇
年　

五
月

3　

増
田
清
秀
著
『
楽
府
の
歴
史
的
研
究
』　　

創
文
一
四
三
号　
　

創
文
社

一
九
七
五
年　

九
月

4　

増
田
清
秀
著
『
楽
府
の
歴
史
的
研
究
』（
詳
評
）　　

中
国
文
学
論
集
第
五
号

一
九
七
六
年　

三
月

5　

鈴
木
修
次
著
『
漢
字
―
そ
の
特
質
と
漢
字
文
明
の
将
来
』『
漢
語
と
日
本
人
』『
中
国
文
学
と
日
本

文
学
』　　

週
刊
読
書
人　
　

読
書
人

一
九
七
八
年
一
二
月

6　

近
藤
春
雄
著
『
唐
代
小
説
の
研
究
』　　

中
国
文
学
論
集
第
八
号

一
九
七
九
年　

九
月

7　

大
型
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
百
部
叢
書
集
成
』
に
つ
い
て　
　

 

図
書
館
情
報
第
一
九
巻
第
一
号
（
通
巻
一
二
九
）　　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
報

一
九
八
三
年　

四
月

8　

新
時
代
を
よ
ぶ
画
期
的
労
績　
　

近
藤
春
雄
﹇
著
﹈『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
刊
）
広
告

一
九
八
四
年　

九
月

9　

山
内
春
夫
著
『
杜
牧
の
研
究
』　　

志
学
（
大
谷
女
子
大
学
学
報
）
第
一
六
号

一
九
八
五
年
一
〇
月

10　

水
沢
利
忠
著
『
史
記
』
列
伝
一
（
新
釈
漢
文
大
系
八
八
）　　

新
し
い
漢
文
教
育
第
一
二
号

一
九
九
一
年　

五
月

11　

村
山
吉
廣
・
江
口
尚
純
共
編
『
詩
経
研
究
文
献
目
録
』　　

詩
経
研
究
第
一
七
号

一
九
九
二
年
一
二
月

12　

久
留
米
大
学
本
高
麗
版
『
白
氏
文
集
』　　

御
井
（
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
）
第
二
三
号

一
九
九
三
年　

九
月

13　

李
白
研
究
の
画
期
的
名
著
―
松
浦
友
久
著
『
李
白
伝
記
論
―
客
寓
の
詩
想
―
』　　

 

東
方
第
一
七
五
号

一
九
九
五
年
一
〇
月

14　

武
内
義
雄
著
『
論
語
之
研
究
』　　

新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
第
四
三
号

二
〇
〇
六
年
一
一
月

15　

石
川
忠
久
著
『
漢
詩
人　

大
正
天
皇
―
そ
の
風
雅
の
心
』　　

 

漢
文
教
室
第
一
九
六
号　
　

大
修
館
書
店　
　

二
〇
一
〇
年　

五
月
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序
文

1　
『
嵇
康
集
〝
詩
〟
索
引
』　　

松
浦
崇
﹇
編
﹈　　

彙
文
堂
書
店

一
九
七
五
年　

六
月

2　
『
阮
籍
集
索
引
』　　

九
州
大
学
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
詠
懐
詩
会
﹇
編
﹈（
藤
井
良
雄
﹇
主
編
﹈）　　

中
国
書
店　
　

一
九
八
五
年　

一
月

3　
『
菊
池
租
図
書
館
学
論
集
』　　

菊
池
租
図
書
館
学
論
集
刊
行
会

一
九
八
六
年　

八
月

4　
『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
漢
籍
目
録
』　　

九
州
大
学
附
属
図
書
館

一
九
九
五
年　

三
月

5　
『
東
洋
の
知
識
人
―
士
大
夫
・
文
人
・
漢
学
者
―
』　　

渭
陽
会
﹇
編
﹈　　

朋
友
書
店

一
九
九
五
年　

三
月

6　
『
晩
唐
詩
人
考
』　　

桐
島
薫
子
﹇
著
﹈　　

中
国
書
店

一
九
九
八
年　

二
月

7　
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』　　
　

静
永
健
﹇
著
﹈　　

勉
誠
出
版

二
〇
〇
〇
年　

二
月

8　
『
九
州
図
書
館
史
』　　

西
日
本
図
書
館
学
会
﹇
編
﹈　　

千
年
書
房

二
〇
〇
〇
年
一
一
月

9　
『
わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ
い
中
国
文
学
講
義
』　　

九
州
大
学
中
国
文
学
会
﹇
編
﹈　　

中
国
書
店

二
〇
〇
二
年　

五
月

10　
『
五
山
文
学
の
研
究
』　　

兪
慰
慈
﹇
著
﹈　　

汲
古
書
院

二
〇
〇
四
年　

二
月

11　
『
日
本
福
岡
大
学
︽
文
心
雕
龍
︾
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』　　

 

福
岡
大
学
文
心
雕
龍
国
際
学
術
研
討
編
委
会
﹇
主
編
﹈　　

文
史
哲
出
版
社
（
台
湾
）

二
〇
〇
七
年　

三
月

12　
『
白
居
易
の
文
学
と
白
氏
文
集
の
成
立
―
廬
山
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
―
』　

陳
翀
﹇
著
﹈　　

勉
誠
出
版

二
〇
一
一
年　

四
月

訳1　

文
学
芸
術
論
集
（
中
国
古
典
文
学
大
系
第
五
四
巻
）　　

平
凡
社　
　

＊
『
文
選
』
の
序
（
岡
村
繁

﹇
訳
﹈）　
『
詩
品
』
の
序
（
岡
村
繁
﹇
訳
﹈）　

歴
代
名
画
記
（
岡
村
繁
・
谷
口
鉄
雄
﹇
共
訳
﹈）

一
九
七
四
年　

六
月

2　
『
中
国
文
学
歳
時
記　

春
（
上
）』　　

同
朋
舎　
　

＊
「
春
寒
」　
「
題
池
州
貴
池
亭
」（
唐 

杜
牧
）　
「
絶

句
」（
元 

趙
孟
頫
）　
「
江
南
曲
」（
清 

宋
琬
）　
「
春
寒
」（
清 

厲
鶚
）

一
九
八
八
年
一
一
月
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3　
『
中
国
文
学
歳
時
記　

秋
（
下
）』　　

同
朋
舎　
　

＊
重
陽　
「
九
月
九
日
憶
山
東
兄
弟
」（
唐 

王
維
）　

「
九
日
藍
田
崔
氏
荘
」（
唐 

杜
甫
）　
「
九
日
」（
唐 

杜
甫
）　
「
行
軍
九
日
思
長
安
故
園
」（
唐 

岑

参
）　
「
九
日
送
別
」（
唐 

王
之
渙
）　
「
九
日
無
酒
︑
歩
至
西
汀
閒
眺
」（
明 

高
啓
）　
「
采
桑
子
」

（
近
代 

毛
沢
東
）　

両
重
陽　
「
九
月
十
日
即
事
」（
唐 

李
白
）　

菊
酒　
「
飲
酒
」（
晋 

陶
淵
明
）   

一
九
八
九
年  

四
月

講
演
記
録
・
要
旨

1　

孝
の
系
譜　
　

家
庭
教
育
叢
書
―
全
国
藤
樹
講
習
会
講
話
第
二
集
―　
　

 

滋
賀
県
高
島
郡
安
曇
川
町
青
柳
小
学
校　
　

一
九
七
六
年
一
二
月

2　

秋
月
藩
の
漢
籍
と
秋
月
の
乱　
　

図
書
館
学
（
西
日
本
図
書
館
学
会
）
第
四
五
号

一
九
八
四
年　

九
月

3　

宗
家
文
庫
と
大
陸
文
化
に
つ
い
て　
　

対
馬
風
土
記
第
二
二
号　
　

対
馬
郷
土
研
究
会

一
九
八
六
年　

三
月

4　

古
き
も
の
に
新
し
い
生
命
を　
　

図
書
館
学
（
西
日
本
図
書
館
学
会
）
第
五
四
号

一
九
八
九
年　

三
月

5　

流
行
か
ら
文
化
へ
―
日
本
の
中
国
文
芸
受
容
の
パ
タ
ー
ン
―
（
文
学
部
開
設
一
〇
周
年
記
念
講
演
）　　

久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
（
国
際
文
化
学
科
編
）
第
一
九
号
（
久
留
米
大
学
文
学
部
一
〇
周
年

記
念
号
）

二
〇
〇
二
年　

三
月

紹
介
・
報
告

1 
R

ecent Publications on C
hinese Literature : III. Japan    “C

hinese Literature : Essay, A
rticles, 

R
eview

s” Vol. 2, N
o.1.    The U

niversity of W
isconsin

一
九
八
〇
年　

一
月

2　

日
本
研
究
中
国
古
代
文
論
的
概
况　
　

曦
鍾
﹇
訳
﹈　　

文
献
（
北
京
図
書
館
）
一
九
八
〇
年
第
四
輯　
　
　
　

＊ （
再
録
）　

日
本
研
究
『
文
心
雕
龍
』
論
文
集　
　

斉
魯
書
社
（
済
南
）　　

一
九
八
一
年　

二
月

3 

活
気
に
溢
れ
た
佐
賀
大
会
―
九
州
中
国
学
会
―　
　

東
方
学
会
報
第
四
〇
号　
　

東
方
学
会

一
九
八
一
年　

七
月
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4　

九
州
・
沖
縄
地
区
学
界
消
息　
　

新
し
い
漢
文
教
育
創
刊
号

一
九
八
五
年
一
〇
月

辞
典
執
筆

1　
「
文
心
雕
龍
」　　

中
国
語
学
新
辞
典　
　

光
生
館

一
九
六
九
年
一
〇
月

2　
「
陶
淵
明
」　　

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典　
　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ

一
九
七
五
年
一
二
月

3 

「
王
衍
」「
郭
泰
」「
蔡
邕
」「
人
物
志
」「
楚
辞
」「
張
彦
遠
」「
徐
幹
」「
桃
花
源
記
」「
陶
潜
」　    

中
国
思
想
辞
典　
　

日
原
利
国
﹇
編
﹈　　

研
文
出
版　
　

一
九
八
四
年　

四
月

4　
「
屈
原
」「
宋
玉
」「
賦
」　　

日
本
大
百
科
全
書　
　

小
学
館

一
九
八
六
年　

一
月

5　
「
羅
山
先
生
詩
集
」　　

国
史
大
辞
典　
　

吉
川
弘
文
館

一
九
九
三
年　

一
月

放
送

1　

中
国
古
代
の
文
人
た
ち
一
（
屈
原
と
楚
辞
文
学
）　　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
二
（
市
民
大
学
講
座
）

一
九
七
三
年
一
一
月　

四
日

2　

中
国
古
代
の
文
人
た
ち
二
（
漢
代
の
宮
廷
詩
人
）　　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
二
（
市
民
大
学
講
座
）

一
九
七
三
年
一
一
月
一
一
日

3　

中
国
古
代
の
文
人
た
ち
三
（
五
言
詩
と
そ
の
詩
人
た
ち
）　　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
二
（
市
民
大
学
講
座
）

一
九
七
三
年
一
一
月
一
八
日

4　

中
国
古
代
の
文
人
た
ち
四
（
陶
淵
明
）　　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
二
（
市
民
大
学
講
座
）

一
九
七
三
年
一
一
月
二
五
日

5　

朝
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
時
の
話
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一

一
九
七
八
年　

五
月
一
一
日

そ
の
他
（
岡
村
繁
先
生
に
関
す
る
も
の
）

1　

陳
暉
「
日
本
学
者
岡
村
繁
来
滬
作
学
術
交
流
」　　

文
滙
読
書
週
報
第
七
九
〇
号

二
〇
〇
〇
年　

四
月
一
五
日

2　

何
倩
・
周
伯
軍
「
有
朋
自
東
瀛
来
︐
不
亦
楽
乎
―
岡
村
繁
先
生
来
滬
学
術
交
流
紀
実
」　　

文
滙
読
書
週
報
第
七
九
〇
号　
　

二
〇
〇
〇
年　

四
月
一
五
日
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3　

甲
斐
勝
二
「
岡
村
繁
先
生
中
国
学
的
特
徴
」　　

文
滙
読
書
週
報
第
七
九
〇
号

二
〇
〇
〇
年　

四
月
一
五
日

4 
学
問
の
思
い
出
―
岡
村
繁
先
生
を
囲
ん
で
―　　
竹
村
則
行﹇
司
会
﹈　　

東
方
学
第
一
二
四
輯

二
〇
一
二
年　

七
月

5　

竹
村
則
行
「
岡
村
繁
先
生
を
偲
ん
で
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
方
学
第
一
三
〇
輯

二
〇
一
五
年　

七
月

6 

竹
村
則
行
「
豪
放
に
し
て
細
密
―
岡
村
繁
先
生
を
追
憶
す
る
―
」　　

中
国
文
学
論
集
第
四
四
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

7　

東
英
寿
「
岡
村
繁
先
生
弔
辞
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
国
文
学
論
集
第
四
四
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

8　

桐
島
薫
子
「
追
悼
文
岡
村
繁
先
生
を
偲
ん
で
」　　
　
　
　
　

 

中
国
文
学
論
集
第
四
四
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

9　

海
村
惟
一
「
岡
村
繁
恩
師
門
下
の
二
十
五
年
間
」　　
　
　
　

 

中
国
文
学
論
集
第
四
四
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

10　

孫
明
君
「
岡
村
繁
先
生
の
思
い
出
」　　

栗
山
雅
央
﹇
訳
﹈　 

中
国
文
学
論
集
第
四
四
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

11　

岡
村
穣
「
長
男
と
し
て
︑
父
親
の
思
い
出
」　　
　
　
　
　
　

 

中
国
文
学
論
集
第
四
四
号

二
〇
一
五
年
一
二
月


